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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流入口、第１及び第２流出口、前記流入口と前記第１流出口との間に位置する第１弁座
、並びに前記流入口と前記第２流出口との間に位置する第２弁座が設けられた弁本体と、
前記第１弁座と接離するように前記弁本体内に移動自在に配置された第１弁体と、該第１
弁体を駆動させるための電磁式アクチュエータと、前記第２弁座と接離するように前記弁
本体内に移動自在に配置された第２弁体と、を備えた三方電磁弁であって、
　前記弁本体には、前記第２弁体の前記第２弁座側とは反対側に画成された背圧室に連な
る導通穴が設けられると共に、該導通穴と前記第２流出口との間に位置する第３弁座が設
けられ、前記第３弁座に接離するように移動自在に配置された第３弁体と、該第３弁体を
前記第３弁座へ向かって付勢する付勢部材と、前記第１弁体と前記第３弁体との間に介装
された作動部材とが備えられ、
　前記電磁式アクチュエータにより前記第１弁体が前記弁本体内で移動して前記第１弁座
に接離すると、前記作動部材もしくは前記付勢部材により前記第３弁体が前記第３弁座に
接離し、前記導通穴を介して前記第２弁体の前後の差圧が変化して前記第２弁体が前記第
２弁座に接離することを特徴とする三方電磁弁。
【請求項２】
　前記第１弁体と前記第２弁体とが同じ方向に移動自在とされるとともに、
　前記第１弁体が配置される第１弁室と前記第２弁体が配置される第２弁室とが、前記第
１弁体及び前記第２弁体の移動方向と直交する方向に並んで配置されることを特徴とする
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請求項１に記載の三方電磁弁。
【請求項３】
　前記第１弁体と前記第３弁体とが同じ方向に移動自在とされるとともに、
　前記第１弁体が配置される第１弁室と前記第３弁体が配置される第３弁室とが、前記第
１弁体及び前記第３弁体の移動方向に並んで配置されることを特徴とする請求項１に記載
の三方電磁弁。
【請求項４】
　前記第１弁体と前記第２弁体と前記第３弁体とが同じ方向に移動自在とされるとともに
、
　前記第１弁体が配置される第１弁室と前記第２弁体が配置される第２弁室とが、前記第
１弁体及び前記第２弁体の移動方向と直交する方向に並んで配置され、前記第１弁室と前
記第３弁体が配置される第３弁室とが、前記第１弁体及び前記第３弁体の移動方向に並ん
で配置され、前記第３弁室と前記第２弁室の前記背圧室とを連通する前記導通穴が傾斜し
て配置されることを特徴とする請求項１に記載の三方電磁弁。
【請求項５】
　前記第２弁座に設けられた弁口の口径は、前記第３弁座に設けられた弁口の口径よりも
大きいことを特徴とする請求項１から４のいずれか一項に記載の三方電磁弁。
【請求項６】
　前記電磁式アクチュエータの非作動時では、前記作動部材と前記第１弁体とは離間して
配置されていることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の三方電磁弁。
【請求項７】
　前記第１弁体は、前記電磁式アクチュエータにより駆動されるパイロット弁体により、
前記第１弁座側とは反対側の背圧が制御されて動作されることを特徴とする請求項１から
６のいずれか一項に記載の三方電磁弁。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、三方電磁弁に係り、例えば冷暖房システム等のヒートポンプ装置において冷
媒の流路を切換えるのに好適な三方電磁弁に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の三方電磁弁として、特許文献１に所載のものが知られている。
【０００３】
　上記従来の三方電磁弁１'は、図３及び図４に示すように、１つの流入口２ａ'と、第１
流出口２ｂ'及び第２流出口２ｃ'と、弁室２ｄ'、２ｅ'とを備える弁本体２'と、弁本体
２'内に位置する第１弁座３'、第２弁座４'と、これらの弁座３'、４'に接離して流入口
２ａ'と流出口２ｂ'、２ｃ'を連通させる第１弁体６'及び第２弁体７'と、両弁体６'、７
'間に介装され、各々の端部で両弁体６'、７'に当接する複数の作動部材としての作動棒
９'（９ａ'、９ｂ'）と、弁本体２'の下部開口を塞ぐ蓋１１'と、蓋１１'と第２弁体７'
との間に介装され、第２弁体７'を第２弁座４'側に付勢するコイルばね１２'と、下端部
で第１弁体６'に接離する弁ホルダ１５'と、弁ホルダ１５'に一体化されたプランジャ１
３'を昇降させるための電磁コイル組立体１４'等を備える。
【０００４】
　電磁コイル組立体１４'の電磁コイル１４ａ'へ通電しない場合には、図３に示すように
、第２弁体７'がコイルばね１２'によって上方に付勢され、第２弁座４'に着座するとと
もに、第２弁体７'及び作動棒９'を介して第１弁体６'が上方へ移動して弁座３'から離間
する。流入口２ａ'から流体を流すと、第１弁体６'の上下に差圧が生じて該第１弁体６'
は上方に付勢され、これにより、流入口２ａ'から弁室２ｄ'を介して第１流出口２ｂ'へ
流体が流される。
【０００５】
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　また、流入口２ａ'から流体を流した状態において電磁コイル１４ａ'に通電すると、図
４に示すように、プランジャ１３'が吸引子１６'に吸引されて下降し、これに伴い弁ホル
ダ１５'も下降する。弁ホルダ１５'の下降直後に、弁ホルダ１５'の下端部が第１弁体６'
の貫通孔６ａ'の上端部に当接して上部開口を塞ぎ、これにより第１弁体６'の上下に差圧
がなくなり、弁ホルダ１５'の押圧により第１弁体６'が弁座３'に着座する。プランジャ
１３'、弁ホルダ１５'及び第１弁体６'の移動に伴い、複数の作動棒９'も下降し、これに
応じて第２弁体７'も下降して第２弁座４'から離間し、これにより、流入口２ａ'から弁
室２ｅ'を介して第２流出口２ｃ'へ流体が流される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－００２２８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、特許文献１に所載の三方電磁弁では、冷媒流路の切換を、差圧機構を用いず
に、コイルばねによる弾性力又は電磁コイルへの通電によって行うため、寒冷地等のよう
な差圧が小さくなる環境下でも確実に機能させられる。一方で、特許文献１に所載の三方
電磁弁では、プランジャ等の移動に伴い作動棒を移動させ、第２弁座に着座する第２弁体
を当該作動棒で直接的に押圧して移動させるため、差圧が大きい環境下では、第２弁体を
第２弁座から離間させられずに冷媒流路の切換を行うことができない可能性があり、その
ために、第２弁座の開口径を大きくし得ないといった問題があった。
【０００８】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、電磁コ
イル等を大型化することなく、差圧が大きい環境下でも冷媒流量を確保しながら確実に冷
媒流路の切換を行うことができる信頼性の高い三方電磁弁を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成すべく、本発明に係る三方電磁弁は、流入口、第１及び第２流出口、
前記流入口と前記第１流出口との間に位置する第１弁座、並びに前記流入口と前記第２流
出口との間に位置する第２弁座が設けられた弁本体と、前記第１弁座と接離するように前
記弁本体内に移動自在に配置された第１弁体と、該第１弁体を駆動させるための電磁式ア
クチュエータと、前記第２弁座と接離するように前記弁本体内に移動自在に配置された第
２弁体と、を備えた三方電磁弁であって、前記弁本体には、前記第２弁体の前記第２弁座
側とは反対側に画成された背圧室に連なる導通穴が設けられると共に、該導通穴と前記第
２流出口との間に位置する第３弁座が設けられ、前記第３弁座に接離するように移動自在
に配置された第３弁体と、該第３弁体を前記第３弁座へ向かって付勢する付勢部材と、前
記第１弁体と前記第３弁体との間に介装された作動部材とが備えられ、前記電磁式アクチ
ュエータにより前記第１弁体が前記弁本体内で移動して前記第１弁座に接離すると、前記
作動部材もしくは前記付勢部材により前記第３弁体が前記第３弁座に接離し、前記導通穴
を介して前記第２弁体の前後の差圧が変化して前記第２弁体が前記第２弁座に接離するこ
とを特徴としている。
【００１０】
　好ましい形態では、前記第１弁体と前記第２弁体とが同じ方向に移動自在とされるとと
もに、前記第１弁体が配置される第１弁室と前記第２弁体が配置される第２弁室とが、前
記第１弁体及び前記第２弁体の移動方向と直交する方向に並んで配置される。
【００１１】
　他の好ましい形態では、前記第１弁体と前記第３弁体とが同じ方向に移動自在とされる
とともに、前記第１弁体が配置される第１弁室と前記第３弁体が配置される第３弁室とが
、前記第１弁体及び前記第３弁体の移動方向に並んで配置される。
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【００１２】
　他の好ましい形態では、前記第１弁体と前記第２弁体と前記第３弁体とが同じ方向に移
動自在とされるとともに、前記第１弁体が配置される第１弁室と前記第２弁体が配置され
る第２弁室とが、前記第１弁体及び前記第２弁体の移動方向と直交する方向に並んで配置
され、前記第１弁室と前記第３弁体が配置される第３弁室とが、前記第１弁体及び前記第
３弁体の移動方向に並んで配置され、前記第３弁室と前記第２弁室の前記背圧室とを連通
する前記導通穴が傾斜して配置される。
【００１３】
　更に好ましい形態では、前記第２弁座に設けられた弁口の口径は、前記第３弁座に設け
られた弁口の口径よりも大きい。
【００１４】
　更に好ましい形態では、前記電磁式アクチュエータの非作動時では、前記作動部材と前
記第１弁体とは離間して配置されている。
【００１５】
　更に好ましい形態では、前記第１弁体は、前記電磁式アクチュエータにより駆動される
パイロット弁体により、前記第１弁座側とは反対側の背圧が制御されて動作される
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の三方電磁弁によれば、弁本体に、第２弁体の第２弁座側とは反対側に画成され
た背圧室に連なる導通穴が設けられると共に、導通穴と第２流出口との間に位置する第３
弁座が設けられ、第３弁座に接離するように移動自在に配置された第３弁体と、第３弁体
を第３弁座へ向かって付勢する付勢部材と、第３弁体を第３弁座から離れる方向へ作動さ
せるべく第１弁体と第３弁体との間に介装された作動部材とが備えられ、電磁式アクチュ
エータにより第１弁体が弁本体内で移動して第１弁座に接離すると、作動部材もしくは付
勢部材により前記第３弁体が前記第３弁座に接離し、導通穴を介して第２弁体の前後の差
圧が変化して第２弁体が前記第２弁座に接離することにより、例えば第３弁座に設けられ
た弁口の口径を小さくしつつ第２弁座に設けられた弁口の口径を確保できる。そのため、
電磁コイル等を大型化することなく、差圧が大きい環境下でも冷媒流量を確保しながら確
実に冷媒流路の切換を行うことができる。
【００１７】
　また、第１弁体が配置される第１弁室と第２弁体が配置される第２弁室とが横方向に並
んで配置され、第１弁室と第３弁体が配置される第３弁室とが縦方向に並んで配置され、
第３弁室と第２弁室の背圧室とを連通する導通穴が傾斜して配置されることにより、当該
三方電磁弁の体格を小型化しつつその製造工程を簡素化できるといった利点もある。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る三方電磁弁の一実施形態を示す縦断面図であり、電磁コイルへの無
通電時を示す図。
【図２】本発明に係る三方電磁弁の一実施形態を示す縦断面図であり、電磁コイルへの通
電時を示す図。
【図３】従来の三方電磁弁の電磁コイルへの無通電時を示す縦断面図。
【図４】従来の三方電磁弁の電磁コイルへの通電時を示す縦断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る三方電磁弁の実施形態を図面を参照しながら説明する。
【００２０】
　図１及び図２は、本発明に係る三方電磁弁の一実施形態を示す縦断面図であり、それぞ
れ、電磁コイルへの無通電時及び通電時を示す図である。
【００２１】
　まず、本発明に係る三方電磁弁の全体構成を説明すると、図示する三方電磁弁１は、主
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に、例えば金属製の弁本体２と、ピストン型の第１弁体６、第２弁体７、及び第３弁体８
と、電磁力により第１弁体６を昇降駆動させるための電磁式アクチュエータ３０と、を備
えている。
【００２２】
　弁本体２は、流入口２ａ、第１流出口２ｂ、第２流出口２ｃ、流入口２ａと第１流出口
２ｂとの間に位置する第１弁座３、流入口２ａ（特に、流入口２ａと第１弁座３との間の
部分）と第２流出口２ｃとの間に位置する第２弁座４、及び、第２弁体７の第２弁座４側
とは反対側に画成された背圧室２ｅｂと第２流出口２ｃとの間に位置する第３弁座５が設
けられている。
【００２３】
　詳細には、前記弁本体２は略直方体形状を有し、その６つの側面（前面、後面、左面、
右面、上面、下面）のうち、左面側の上下方向上寄りには右面へ向かって段付き横穴１０
ａが設けられ、その段付き横穴１０ａの横向きの左端開口が流入口２ａとされている。ま
た、前面側の上下方向中央付近かつ左右方向左寄りには後面へ向かって段付き横穴１０ｂ
が設けられ、その段付き横穴１０ｂの横向きの前端開口が第１流出口２ｂとされている。
また、右面側の上下方向下寄りには左面へ向かって段付き横穴１０ｃが設けられ、その段
付き横穴１０ｃの横向きの右端開口が第２流出口２ｃとされている。
【００２４】
　また、弁本体２の上面側の左右方向左寄りであって段付き横穴１０ｂと略同じ位置には
下面へ向かって段付き縦穴１０ｄが設けられ、段付き縦穴１０ｄの上端開口には雌ねじ部
が形成され、その下端面は流入口２ａを有する段付き横穴１０ａまで延びている。また、
段付き縦穴１０ｄの下端面の略中央付近には、段付き横穴１０ｂまで延びる縦通路２ｇが
連続して設けられている。シール材としてのＯリング１７を挟んだ状態で段付き縦穴１０
ｄの上端開口に後述する電磁式アクチュエータ３０の吸引子１６が螺着されることで、流
入口２ａ及び第１流出口２ｂと連通しかつ第１弁体６が上下方向に摺動自在に嵌挿される
第１弁室２ｄが弁本体２内に画成される。また、段付き縦穴１０ｄの下端面には、縦通路
２ｇに連なりかつ第１弁体６の摺動動作に応じて開閉される第１弁口３ａを有する第１弁
座３が上方へ向かって突設されている。
【００２５】
　また、弁本体２の上面側の左右方向右寄りには下面へ向かって段付き縦穴１０ｅが設け
られ、段付き縦穴１０ｅの上端開口には雌ねじ部が形成されている。また、段付き縦穴１
０ｅの下端面の略中央付近には、段付き横穴１０ｃまで延びる縦通路２ｈが連続して設け
られ、段付き縦穴１０ｅの左側面には、第１弁室２ｄを形成する段付き縦穴１０ｄの右側
面まで延びる横通路２ｉが連設されている。シール材としてのＯリング１８ａを挟んだ状
態で段付き縦穴１０ｅの上端開口に蓋部材１１ａが螺着され、その上端開口が蓋部材１１
ａにより閉塞されることで、（第１弁室２ｄを介して）流入口２ａ及び第２流出口２ｃと
連通しかつ第２弁体７が上下方向に摺動自在に嵌挿される第２弁室２ｅが弁本体２内に画
成される。また、段付き縦穴１０ｅの下端面には、縦通路２ｈに連なりかつ第２弁体７の
摺動動作に応じて開閉される第２弁口４ａを有する第２弁座４が上方へ向かって突設され
ている。
【００２６】
　ここで、横通路２ｉは、加工性を確保すべく、その中心軸線が段付き横穴１０ａの中心
軸線と一致するように設けられている。図示例では、横通路２ｉの流路径と第２弁口４ａ
の口径は、前記第１弁口３ａの口径と略同径に設定されているが、例えば第２弁口４ａの
口径は横通路２ｉの流路径よりも小さくても良い。
【００２７】
　また、弁本体２の下面側の左右方向左寄りであって段付き横穴１０ｂ及び段付き縦穴１
０ｄと略同じ位置には上面へ向かって段付き縦穴１０ｆが設けられ、段付き縦穴１０ｆの
下端開口には雌ねじ部が形成され、その上端面は第２流出口２ｃを有する段付き横穴１０
ｃの奥側に形成された小径路近傍まで延びている。また、段付き縦穴１０ｆの上端面の略
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中央付近には、段付き横穴１０ｃの前記小径路まで延びる小径の縦通路２ｊが連続して設
けられており、シール材としてのＯリング１８ｂを挟んだ状態で段付き縦穴１０ｆの下端
開口に蓋部材１１ｂが螺着され、その下端開口が蓋部材１１ｂにより閉塞されることで、
第２流出口２ｃと連通しかつ第３弁体８が上下方向に摺動自在に嵌挿される第３弁室２ｆ
が弁本体２内に画成される。また、段付き縦穴１０ｆの上端面には、小径の縦通路２ｊに
連なりかつ第３弁体８の摺動動作に応じて開閉される第３弁口５ａを有する第３弁座５が
下方へ向かって突設されている。
【００２８】
　段付き縦穴１０ｆ及び縦通路２ｊは、段付き縦穴１０ｄ及び縦通路２ｇと同じ軸線上に
配列され、したがって、第１弁室２ｄに嵌挿される第１弁体６と第３弁室２ｆに嵌挿され
る第３弁体８とは同じ軸線に沿って昇降することとなる。
【００２９】
　なお、段付き横穴１０ａ、段付き横穴１０ｃ、段付き縦穴１０ｄ、段付き縦穴１０ｅ、
段付き縦穴１０ｆ、縦通路２ｇ、縦通路２ｈ、横通路２ｉ、及び縦通路２ｊは、略同一平
面上で弁本体２内に設けられている。
【００３０】
　更に、弁本体２内には、第２弁室２ｅのうち第２弁体７の背面側（上側）に画成された
背圧室２ｅｂと第３弁室２ｆを連通する直線状の導通穴２ｋが設けられている。この導通
穴２ｋは、例えば段付き横穴１０ｃや横通路２ｉと干渉しないように前後方向でずれた位
置で、上下方向に対して傾斜して設けられている。
【００３１】
　また、弁本体２内には、後述する作動棒９を挿通するべく、段付き縦穴１０ｄの下端面
から段付き縦穴１０ｆの上端面まで上下方向に延びる挿通穴２ｍが設けられている。この
挿通穴２ｍ（２ｍａ、２ｍｂ）は、例えば段付き横穴１０ｃ（の小径路）と干渉しないよ
うに段付き縦穴１０ｄの下端面や段付き縦穴１０ｆの上端面の中心に対して反対側の位置
に２つ設けられている。
【００３２】
　第１弁室２ｄに嵌挿される第１弁体６は、上側から、第１弁室２ｄの内壁面（詳細には
、吸引子１６の下面に形成された凹状窪みの内周面）と摺動する略円柱状の大径摺動部６
ｃと、略円柱状の小径中間部６ｄと、第１弁座３と接離するシール部材６ｆが設けられた
中径弁体部６ｅとを有している。また、当該第１弁体６には、上下方向に亘って貫通孔６
ａが形成されている。
【００３３】
　大径摺動部６ｃの上面中央付近には、後述する弁ホルダ１５に取付けられた弁体１５ａ
が当接する突設部６ｇが設けられている。また、大径摺動部６ｃの外周面に設けられた環
状溝にはテフロン（登録商標）等の合成樹脂製のピストンリング２０が装着されており、
この大径摺動部６ｃは、外周面が第１弁室２ｄの内壁面に摺接しながら縦方向（上下方向
）へ移動するようになっている。また、大径摺動部６ｃの下面外縁部には、段差から成る
ばね受座面が設けられ、第１弁体６を上方（第１弁口３ａの開弁方向）に付勢すべく、そ
のばね受座面と段付き縦穴１０ｄの下端面との間にコイルばね２２が縮装されている。な
お、大径摺動部６ｃには、第１弁室２ｄの第１弁体６よりも第１弁座３側とその反対側（
第１弁体６の背面側）とを連通する段付き縦穴からなる連通路６ｂが設けられている。
【００３４】
　一方、中径弁体部６ｅの下端面には円環状溝が設けられ、その円環状溝に、第１弁座３
に離接して第１弁口３ａを開閉する、ゴムあるいはテフロン（登録商標）等からなる円環
状のシール材６ｆが嵌合され、円環状のワッシャ６ｈを介して中径弁体部６ｅの下端部（
貫通孔６ａの下端を構成する部分）が外側へ向かってかしめられることにより、前記シー
ル材６ｆが中径弁体部６ｅの円環状溝に固定されている。
【００３５】
　第２弁室２ｅに嵌挿される第２弁体７は、上側から、第２弁室２ｅの内壁面（詳細には
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、段付き縦穴１０ｅの内周面から形成された摺動面１０ｅｃ）と摺動する底部７ｇ付き略
円筒状の大径摺動部７ｃと、略円柱状の小径中間部７ｄと、第２弁座４と接離するシール
部材７ｆが設けられた中径弁体部７ｅとを有している。
【００３６】
　大径摺動部７ｃの外周面に設けられた環状溝にはテフロン（登録商標）等の合成樹脂製
のピストンリング２３が装着されており、この大径摺動部７ｃは、外周面が摺動面１０ｅ
ｃに摺接しながら縦方向（上下方向）へ移動するようになっている。また、第２弁体７を
下方（第２弁口４ａの閉弁方向）に付勢すべく、大径摺動部７ｃの円筒状空所からなるば
ね受け穴７ｉの底面（底部７ｇの上面）と蓋部材１１ａの下面に設けられた凹状のばね受
け穴１１ａａの上面との間にコイルばね１２ａが縮装されている。また、大径摺動部７ｃ
の上端部に設けられた縮径部７ｋが、蓋部材１１ａの底面（ばね受け穴１１ａａの外側に
位置する底面）と接当して第２弁体７の上方移動限界を定めるストッパとされており、そ
の縮径部７ｋには、当該縮径部７ｋが蓋部材１１ａの底面と接当した際にばね受け穴７ｉ
内の圧力をその外部（すなわち、導通穴２ｋ側）へ逃がすべく、周方向に複数の逃がし穴
７ｍが設けられている。更に、大径摺動部７ｃの底部７ｇには、第２弁体７の下側（第２
弁座４側）に形成される流出室２ｅａと上側（第２弁座４側とは反対側）に形成される背
圧室２ｅｂを連通する縦穴からなる連通路７ｂが形成されている。
【００３７】
　一方、中径弁体部７ｅの下端面には縦向きの凹状穴７ａが形成されている。また、中径
弁体部７ｅの下端面（凹状穴７ａの外側の部分）には円環状溝が設けられ、その円環状溝
に、第２弁座４に離接して第２弁口４ａを開閉する、ゴムあるいはテフロン（登録商標）
等からなる円環状のシール材７ｆが嵌合され、円環状のワッシャ７ｈを介して中径弁体部
７ｅの下端部（凹状穴７ａの下端を構成する部分）が外側へ向かってかしめられることに
より、前記シール材７ｆが中径弁体部７ｅの円環状溝に固定されている。
【００３８】
　また、第３弁室２ｆに嵌挿される第３弁体８は、第３弁室２ｆの内壁面と摺動する天井
部８ｇ付き略円筒状の大径摺動部８ｃと、大径摺動部８ｃの天井部８ｇの略中央から上方
に向かって突設され、第３弁座５と接離するシール部材８ｆが設けられた小径弁体部８ｅ
とを有している。
【００３９】
　第３弁体８を上方（第３弁口５ａの閉弁方向）に付勢すべく、大径摺動部８ｃの円筒状
空所からなるばね受け穴８ｉの上面（天井部８ｇの下面）と蓋部材１１ｂの上面との間に
コイルばね１２ｂが縮装されている。更に、大径摺動部８ｃの天井部８ｇには、第３弁体
８の上側（第３弁座５側）と下側（第３弁座５側とは反対側）とを連通する縦穴からなる
連通路８ｂが形成されている。
【００４０】
　一方、小径弁体部８ｅの上端面には平面視円形の凹溝が形成され、その凹溝に、第３弁
座５に離接して第３弁口５ａを開閉する、ゴムあるいはテフロン（登録商標）等からなる
円板状のシール材８ｆが嵌合され、凹溝の外周部分が内側へ向かってかしめられることに
より、前記シール材８ｆが中径弁体部８ｅの凹溝に固定されている。
【００４１】
　上記した第１弁体６と第３弁体８との間には、電磁式アクチュエータ３０の作動による
第１弁体６の昇降動作に応じて（第１弁体６が第１弁座３へ向かって降下した際に）第３
弁体８を第３弁座から離れる方向へ作動させるべく、作動部材としての例えば金属製の作
動棒９が介装されている。
【００４２】
　作動棒９（９ａ、９ｂ）は、弁本体２に設けられた上下方向に延びる挿通穴２ｍ（２ｍ
ａ、２ｍｂ）のそれぞれに上下方向に摺動自在に挿通されており、その上端が第１弁体６
（の中径弁体部６ｅ）の下端面と当接し、その下端が第３弁体８（の大径摺動部８ｃの天
井部８ｇ）の上端面と当接するようになっているが、電磁式アクチュエータ３０の非作動
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時（電磁コイル１４ａへの無通電時）では、作動棒９（９ａ、９ｂ）の上端は、第１弁体
６の下端面から離間するように配置されている（図１参照）。
【００４３】
　電磁式アクチュエータ３０は、段付き縦穴１０ｄを覆うように弁本体２の上方に配設さ
れ、締結ねじ２６を介して弁本体２に締結固定されている。
【００４４】
　この電磁式アクチュエータ３０は、主に、段付き縦穴１０ｄの上端開口を塞ぐように当
該上端開口に螺合される吸引子１６、吸引子１６の上端部を覆うように当該上端部に固着
された天井部付き円筒状部材からなるパイプ２１、パイプ２１の内側に昇降自在に配在さ
れた底部付き円筒状部材からなるプランジャ１３、プランジャ１３に一体的に取り付けら
れると共に下端部に弁体１５ａが設けられた弁ホルダ１５、プランジャ１３を上方に付勢
するコイルばね１９、パイプ２１に外挿固定されたボビン２７、ボビン２７の外側に配在
された通電励磁用の電磁コイル１４ａからなる電磁コイル組立体１４、及び、ボビン２７
及び電磁コイル組立体１４の外側を覆うように配在されたケース２８を備えている。
【００４５】
　パイプ２１の下端は、吸引子１６の上端外周に外挿され、ろう付けもしくは溶接等によ
りその吸引子１６の上端部に固着されている。
【００４６】
　吸引子１６には、弁ホルダ１５を挿通するべく、縦方向に延びる挿通穴１６ａが設けら
れている。また、プランジャ１３の底部の略中央には、弁ホルダ１５の上端部を保持する
べく、弁ホルダ１５の上端部と略同径の貫通孔１３ａが形成されている。弁ホルダ１５は
、その上端部がプランジャ１３の底部の貫通孔１３ａに嵌合された状態で、吸引子１６の
挿通穴１６ａに挿通され、下端部に設けられた弁体１５ａが第１弁室２ｄに配在される。
また、プランジャ１３の下面は、吸引子１６の上面（プランジャ１３の下面と対向する面
）と相補的な形状を有し、プランジャ１３の下面と吸引子１６の挿通穴１６ａの内周面に
設けられた環状の段差からなるばね受け座面１６ｂとの間に前記コイルばね１９が縮装さ
れている。電磁コイル１４ａへの通電によりプランジャ１３が上下方向に可動すると、第
１弁室２ｄに配在された前記弁体１５ａが第１弁室２ｄに摺動自在に配置された第１弁体
６の上端部（突設部６ｇ）に接離して当該第１弁体６を昇降させるようになっている。
【００４７】
　なお、弁ホルダ１５には、上端部から弁体１５ａまで縦方向に延びる縦穴１５ｂと、第
１弁室２ｄと連通するように該縦穴１５ｂと交差する横穴１５ｃとが設けられている。
【００４８】
　次に、上記構成の三方電磁弁１の動作を説明する。
【００４９】
　電磁コイル組立体１４の電磁コイル１４ａへ通電しない場合には、図１に示すように、
プランジャ１３がコイルばね１９の付勢力により上方に付勢され、第１弁体６がコイルば
ね２２の付勢力により上方に付勢され、第１弁体６が第１弁座３から離間して第１弁口３
ａが開かれる。また、第２弁体７がコイルばね１２ａの付勢力により下方に付勢され、第
２弁体７が第２弁座４に着座して第２弁口４ａが閉じられる。また、第３弁体８（の大径
摺動部８ｃの天井部８ｇ）と当接する作動棒９（９ａ、９ｂ）と第１弁体６とは離間して
配置されており、第３弁体８がコイルばね１２ｂの付勢力により上方に付勢され、第３弁
体８が第３弁座５に着座して第３弁口５ａが閉じられる。
【００５０】
　この状態で流入口２ａから流体を流すと、第１弁体６の大径摺動部６ｃに設けられた連
通路６ｂを介して第１弁体６の背後（第１弁座３側とは反対側）に流入する流量よりも貫
通孔６ａを介して第１弁体６の前側（第１弁座３側）に流れる流量の方が大きくなり、第
１弁体６には、コイルばね２２による押圧力に加えて開弁方向に力が作用する。
【００５１】
　これにより、流入口２ａから流入した流体（冷媒）は、第１弁室２ｄ及び縦通路２ｇを
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介して第１流出口２ｂへ流される。
【００５２】
　流入口２ａから流体を流した状態において電磁コイル組立体１４の電磁コイル１４ａに
通電すると、図２に示すように、コイルばね１９の付勢力に抗してプランジャ１３が吸引
子１６に吸引されて下降し、これに伴いプランジャ１３に一体的に取り付けられた弁ホル
ダ１５も下降する。弁ホルダ１５が下降すると、弁ホルダ１５の下端部に設けられた弁体
１５ａが第１弁体６の上端部（突設部６ｇ）に押し付けられ、これにより貫通孔６ａにお
ける流れが遮断され、第１弁体６の前後の圧力差がバランスし、前記弁体１５ａの押圧力
により第１弁体６がコイルばね２２の付勢力に抗して押し下げられる。このように、弁ホ
ルダ１５及び弁体１５ａは、第１弁体６のパイロット弁体として機能する。すなわち、第
１弁体６と弁ホルダ１５及び弁体１５ａとでパイロット弁を構成している。
【００５３】
　第１弁体６が押し下げられると、第１弁体６が第１弁座３に着座する前に第１弁体６の
下端部が作動棒９（９ａ、９ｂ）の上端部と当接する。第１弁体６が作動棒９と当接した
後は、作動棒９を介してコイルばね１２ｂの付勢力に抗して第３弁体８を押し下げながら
、第１弁体６が更に押し下げられる。第１弁体６が更に押し下げられると、第１弁体６が
第１弁座３に着座して第１弁口３ａが閉じられると共に、第３弁体８が第３弁座５から離
間して第３弁口５ａが開かれる。第３弁体８が押し下げられて第３弁口５ａが開かれると
、導通穴２ｋを介して第３弁室２ｆと連通する第２弁室２ｅの背圧室２ｅｂと第２弁体７
よりも第２弁座４側の流出室２ｅａとの差圧が変化し（流出室２ｅａよりも背圧室２ｅｂ
の方が圧力が低くなり）、コイルばね１２ａの付勢力に抗して第２弁体７が上昇し、第２
弁体７が第２弁座４から離間して第２弁口４ａが開かれる。このように、第３弁体８は、
第２弁体７のパイロット弁体として機能する。すなわち、第２弁体７と第３弁体とでパイ
ロット弁を構成している。
【００５４】
　これにより、流入口２ａから流入した流体（冷媒）は、第１弁室２ｄ、横通路２ｉ、第
２弁室２ｅの流出室２ｅａ、及び縦通路２ｈを介して第２流出口２ｃへ流される。
【００５５】
　なお、電磁コイル組立体１４の電磁コイル１４ａへの通電を停止すると、プランジャ１
３がコイルばね１９の付勢力により上方に付勢され、第１弁体６がコイルばね２２の付勢
力により上方に付勢され、第１弁体６が第１弁座３から離間して第１弁口３ａが開かれる
。それに伴い、作動棒９を介して押し下げられていた第３弁体８がコイルばね１２ｂの付
勢力により上方に付勢され、第３弁体８が第３弁座５に着座して第３弁口５ａが閉じられ
る。第１弁口３ａが開かれると共に第３弁口５ａが閉じられると、導通穴２ｋを介して第
３弁室２ｆと連通する第２弁室２ｅの背圧室２ｅｂと第２弁体７よりも第２弁座４側の流
出室２ｅａとの差圧が変化し、コイルばね１２ａの付勢力により第２弁体７が下降し、第
２弁体７が第２弁座４に着座して第２弁口４ａが閉じられる。
【００５６】
　このような構成の三方電磁弁１では、弁本体２に、第２弁体７の第２弁座４側とは反対
側に画成された背圧室２ｅｂに連なる導通穴２ｋが設けられると共に、その導通穴２ｋと
第２流出口２ｃとの間に位置する第３弁座５が設けられ、かつ、第３弁座５に接離するよ
うに移動自在に配置された第３弁体８と、第３弁体８を第３弁座５へ向かって付勢する付
勢部材としてのコイルばね１２ｂと、第３弁体８を第３弁座５から離れる方向へ作動させ
るべく第１弁体６と第３弁体８との間に介装された作動部材としての作動棒９が備えられ
ることにより、例えば第３弁座５に設けられた第３弁口５ａの口径を小さくしつつ第２弁
座４に設けられた第２弁口４ａの口径を確保できる。そのため、電磁コイル１４ａ等を大
型化することなく、差圧が大きい環境下でも流量を確保しながら確実に流路の切換を行う
ことができる。
【００５７】
　また、第１弁体６が配置される第１弁室２ｄや第２弁体７が配置される第２弁室２ｅ、
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第３弁体８が配置される第３弁室２ｆ等の弁本体２内における配置構成は適宜に変更し得
るが、上記したように、第１弁室２ｄと第２弁室２ｅとが横方向（第１弁体６や第２弁体
７、第３弁体８の移動方向と直交する方向）に並んで配置され、第１弁室２ｄと第３弁室
２ｆとが縦方向（第１弁体６や第２弁体７、第３弁体８の移動方向）に並んで配置され、
第３弁室２ｆと第２弁室２ｅの背圧室２ｅｂとを連通する導通穴２ｋが傾斜して配置され
ることにより、当該三方電磁弁１の体格を小型化しつつその製造工程を簡素化できる。
【００５８】
　また、電磁式アクチュエータ３０の非作動時では、作動棒９と第１弁体６とを離間して
配置し、電磁式アクチュエータ３０を作動して電磁コイル組立体１４の電磁コイル１４ａ
に通電した際に、プランジャ１３が吸引子１６に近づいて第１弁体６が第１弁座３に着座
する以前に、第１弁体６の下端部を作動棒９の上端部と当接させて作動棒９を介して第３
弁体８を押し下げることにより、作動棒９を介して第３弁体８へ伝達される押し下げ力を
高めることができ、確実に且つ迅速に第３弁体８を押し下げて流路の切換を行うことがで
きる。
【００５９】
　なお、上記した実施形態では、電磁式アクチュエータ３０の非作動時（電磁コイル１４
ａへの無通電時）に第１弁体６が第１弁座３から離間して第１弁口３ａが開かれ、第２弁
体７が第２弁座４に着座して第２弁口４ａが閉じられ、電磁式アクチュエータ３０の作動
時（電磁コイル１４ａへの通電時）に第１弁体６が第１弁座３に着座して第１弁口３ａが
閉じられ、第２弁体７が第２弁座４から離間して第２弁口４ａが開かれる形態について説
明したが、例えば、電磁式アクチュエータ３０の非作動時（電磁コイル１４ａへの無通電
時）に第１弁体６が第１弁座３に着座して第１弁口３ａが閉じられ、第２弁体７が第２弁
座４から離間して第２弁口４ａが開かれ、電磁式アクチュエータ３０の作動時（電磁コイ
ル１４ａへの通電時）に第１弁体６が第１弁座３から離間して第１弁口３ａが開かれ、第
２弁体７が第２弁座４に着座して第２弁口４ａが閉じられる形態であっても良い。
【００６０】
　また、上記した実施形態では、作動部材としての作動棒を２本使用したが、作動棒の本
数は特に限定されないし、棒状部材以外の作動部材を使用して第３弁体を第３弁座から離
れる方向へ移動させてもよい。
【００６１】
　さらに、上記した実施形態では、蓋部材１１ａ、１１ｂや吸引子１６は、螺合により弁
本体２に取り付けられるものとしたが、例えばかしめ等により固定されても良いことは勿
論である。
【符号の説明】
【００６２】
１　　　三方電磁弁
２　　　弁本体
２ａ　　流入口
２ｂ　　第１流出口
２ｃ　　第２流出口
２ｄ　　第１弁室
２ｅ　　第２弁室
２ｅａ　流出室
２ｅｂ　背圧室
２ｆ　　第３弁室
２ｇ、２ｈ、２ｊ　　縦通路
２ｉ　　横通路
２ｋ　　導通穴
２ｍ（２ｍａ、２ｍｂ）　挿通穴
３　　　第１弁座
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３ａ　　第１弁口
４　　　第２弁座
４ａ　　第２弁口
５　　　第３弁座
５ａ　　第３弁口
６　　　第１弁体
６ａ　　貫通孔
７　　　第２弁体
８　　　第３弁体
９（９ａ、９ｂ）　　　作動棒（作動部材）
１１ａ、１１ｂ　蓋部材
１２ａ、１２ｂ　　コイルばね（付勢部材）
１３　　プランジャ
１４　　電磁コイル組立体
１４ａ　電磁コイル
１５　　弁ホルダ
１５ａ　弁体
１６　　吸引子
１９　　コイルばね
２１　　パイプ
３０　　電磁式アクチュエータ

【図１】 【図２】
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